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横浜市における公共建築とは、

行政、教育、文化、福祉など様々な分野において、

行政サービスの提供や市民活動を実践する場、

また、課題の解決に向けた施策を

実現するための施設をいいます。

これらの施設を整備し、

維持・保全を行っています。

こうした施設には、

横浜市が直接整備した建築物だけでなく、

国や県、民間から取得又は寄贈を受けた

公益的な施設や歴史的な建築物なども含みます。

現在、2,600を超える施設を保有しています。

市庁舎、区庁舎、学校、市営住宅、

地区センター※1、地域ケアプラザ※2、コミュニティハウス※3、

図書館、公会堂、病院、斎場、市場、公園施設、

水道施設、交通施設、水再生センター、焼却工場のほか、

古民家や西洋館などがあります。　　

※1 体育室や会議室などを備えた、地域住民の活動や相互交流の場としてスポーツ

やレクリエーション、クラブ活動、集会などを行うことができる施設

※2 多目的ホールや相談室などを備えた、福祉・保健に関する行事や相談・支援な

どを行うことができる施設

※3 学習室や集会室などを備えた、子どもからお年寄りまで様々な市民の交流や地

域活動の身近な拠点となる施設

横浜市の公共建築
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310

横浜市の総保有施設数 2,608

その他 3

庁舎・事務所

庁舎・事務所 310

病院等

斎場等

公園等

交通

上水道

下水道

港湾

市場

焼却工場等

その他

7

7

446

97

62

46

150

4

17

80

教育・文化

コミュニティ

スポーツ・レクリエーション

その他

101

232

96

19

高齢系

障害系

こども系

その他

146

20

116

26

小・中・高特別支援

その他

510

4

市営住宅 109 その他 3

市民利用施設 448

社会福祉施設 308

学校施設 514

市営住宅 109

都市基盤系建築物 916

財政局 横浜市公共建築部マネジメント白書（第2版）より

左頁上から：区庁舎（都筑区総合庁舎）／市営住宅（川辺町第二住宅）、交通施設

（保土ケ谷営業所）／スポーツ施設（磯子スポーツセンター）／公園施設（東俣野

中央公園管理棟）／西洋館（エリスマン邸）

右頁上から：学校（横浜サイエンスフロンティア高等学校・附属中学校）／図書館

（山内図書館）／社会福祉施設（六ツ川地域ケアプラザ） ／病院（横浜市立市

民病院）／文化施設（横浜みなとみらいホール）
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